
科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

［外食業 接客全般］１．接客に関する知識
（１）接客サービスについて

４．クレーム対応に関する知識
（１）お客様からのクレームに対する対応

2026年度 授業計画（シラバス）
外食・バンケットビジネス 国際ビジネス学科 講義

難波 敏子 必修

授業概要
・

授業内容

特定技能１号外食業技能測定試験の「接客全般」、ならびに宿泊分野の「レストランサービス」を扱う。
外食業などの接客サービス、ホテルでのバンケットサービスについての知識を身につける。
テキストの内容を理解するとともに、日本語読解力を伸ばす。

到達目標

接客サービスの基本的な考え方を理解する。
接客サービスに関連する知識を身につける。（食、店舗管理、クレーム対応、緊急時の対応）

授業計画・内容

（２）接客における基本動作 （２）異物混入発生時の対応

（３）食のマナーについて ５．緊急時の対応に関する知識
（１）体調不良者が発生した場合の対応

（４）配慮が必要なお客様への対応 （２）災害が発生した場合の対応

（５）適切な配膳（サービング）について 接客全般　練習問題

接客基本用語とその使い方 接客全般　練習問題

２．食に関する知識
（１）食物アレルギーについて

［宿泊分野］レストランサービス
１．サービスの基本動作

（２）お酒の取扱いについて ２．服装・身だしなみ

（３）栄養について ３．食事・ドリンクの提供

（４）味覚について ４．食のルールやマナー

（５）食の多様化について ５．食物アレルギーについて

３．店舗管理に関する知識
（１）開店準備、閉店作業

６．安全衛生管理

（２）清掃作業（調理場以外） ７．専門用語

教科書
教材など

日本フードサービス協会 『特定技能１号 外食業技能測定試験 学習用テキスト【接客全般】』
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 『特定技能１号評価試験 宿泊分野 学習用テキスト』

実務経験のある教員による
授業科目

（３）現金とキャッシュレス決済の知識 レストランサービス　練習問題

前期まとめ 後期まとめ

評価方法

定期試験、出席状況、授業態度を総合的に評価する。
＊評価目安：試験（80％）、出席状況・授業態度（20％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリエンテーション 前期復習

2026年度 授業計画（シラバス）
調理実務 国際ビジネス学科 講義

島田由佳 必修

授業概要
・

授業内容

食材・下処理・調理方法などをテキストやワークシートなどを用いながら学ぶ。
調理の実習を通しての実践（前期・後期合わせて6回実施予定）を行う。

到達目標

調理実務についての基本の知識を学び、外食業特定技能試験合格に向けての知識を身につける。
調理の実習を通して、調理に必要な技能を身につける。
学習を通して、自らの食生活をより良いものにできる力を身につける。

授業計画・内容

和食・日本食について 食材応用

食材①（肉類） 実習④

食材②（魚介類） 下処理・調理方法応用

下処理①（意味・目的） 実習⑤

実習① 労働安全衛生

下処理② 食品流通・食品添加物

野菜の切り方① 労働安全管理の必要性

実習② 現場日本語

調理方法①（加熱：焼く・炒める） 労働災害防止

調理方法②（煮る・揚げる） 総合演習

非加熱調理 弱点補強

調理機器・器具・計測機器 実習⑥

教科書
教材など

実務経験のある教員による
授業科目

実習③ 最終模擬試験

前期まとめ まとめ・振り返り

評価方法

試験（70％）出席・提出物・授業態度（30％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

基本的な衛生管理の知識①
食中毒に関する基礎知識

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは⑤
「加熱と冷却をくりかえすもの」の管理方法

2026年度 授業計画（シラバス）
食品衛生管理Ⅰ 国際ビジネス学科 講義

時實 好恵 必修

授業概要
・

授業内容

本授業は、特定技能（外食）および（飲食料品製造）分野において求められる衛生管理の知識と実践力の習得を目的
とする。前半では特定技能１号（外食）に対応し、食中毒の基礎知識や予防三原則、代表的な危害要因を理解すると
ともに、原材料の受入れ、温度管理、交差汚染の防止、手洗いなど一般的衛生管理の基本を学ぶ。さらに、HACCP
の考え方に基づき、食品の特性に応じた管理方法や記録の重要性を理解する。後半では飲食料品製造分野に移行
し、物理的・化学的・生物的危害要因や製造現場における衛生管理、HACCPの７原則と運用方法について学ぶ。

到達目標

外食および飲食料品製造分野における衛生管理の基本原則を理解し、実務において適切に実践できる力を身につ
けることを到達目標とする。具体的には、食中毒予防や一般的衛生管理の方法、各種危害要因の特徴を説明できる
とともに、HACCPの考え方に基づいた管理手法を理解し、状況に応じた対応ができることを目標とする。さらに、安全
な食品提供・製造に貢献できる基礎的な実務能力を養う。

授業計画・内容

基本的な衛生管理の知識②
食中毒予防３原則

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは⑥
その他の重要な管理ポイント

基本的な衛生管理の知識③
食中毒をひきおこす代表的な細菌やウイルス

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは⑦
衛生管理の記録について

一般的衛生管理の知識①
原材料の受入れの確認

特定技能１号（外食）
練習問題演習

一般的衛生管理の知識②
冷蔵・冷凍庫の温度の確認

食品製造 危害要因①
物理的危害要因

一般的衛生管理の知識③
交差汚染・二次汚染の防止

食品製造 危害要因②
化学的危害要因

一般的衛生管理の知識④
調理器具などの洗浄・消毒

食品製造 危害要因③
生物的危害要因

一般的衛生管理の知識⑤
トイレの洗浄・消毒

食品製造 一般衛生管理①
施設、設備、器具などの衛生管理

一般的衛生管理の知識⑥
従業員の健康管理・衛生的な作業着の着用など

食品製造 一般衛生管理②
作業者の衛生管理

一般的衛生管理の知識⑦
衛生的な手洗いの実施

食品製造 一般衛生管理③
原材料・食品の衛生管理

一般的衛生管理の知識⑧
清掃管理（調理場）及び廃棄物処理について

食品製造 ＨＡＣＣＰによる衛生管理①
ＨＡＣＣＰの７原則

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは①
概要

食品製造 ＨＡＣＣＰによる衛生管理②
重要管理点と管理基準

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは②
重要管理のポイントについて

食品製造 ＨＡＣＣＰによる衛生管理③
管理基準からの逸脱

教科書
教材など

プリント、スライド、ファイル

実務経験のある教員による
授業科目

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは③
「加熱しないもの」の管理方法

食品製造 ＨＡＣＣＰによる衛生管理④
改善措置・記録

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理とは④
「加熱するもの」の管理方法

特定技能１号（飲食料品製造）
練習問題演習

評価方法

定期試験、出席状況、提出物、授業態度を考慮して成績を評価する。
※評価目安：定期試験（５０％）・出席状況（１５％）、提出物（１５％）、授業態度（２０％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

ホテル紹介、部門構成、役割分担 見えないサービス（衛生面・清掃・準備）

2026年度 授業計画（シラバス）
ホテルビジネスⅠ 国際ビジネス学科 演習

吉本潤史 必修

授業概要
・

授業内容

ホテル業についての基礎知識を学び、料飲サービス部門での就職に結びつく内容で実技・講話を行います。
また、実際にホテル見学を実施し、現場スタッフが働いてる姿や話を聞くことで、ホテル業務において必要な知識や心
得を学ぶ。

到達目標

・料飲サービス部門での就職に活かせる知識や能力を身につける

授業計画・内容

ホテル オリエンテーション見学 テーブルサービス実習

接遇６S シルバー・サービス器具・グラス・食器知識

身だしなみ・挨拶・お辞儀 テーブルサービス実習

基本動作実習 会場準備・テーブルセッティング

見えないサービスの基本（衛生面・清掃・準備） 会場準備・テーブルセッティング

サービススタッフ基本動作① 講話

サービススタッフ基本動作② ドリンクサービスの知識

基本動作実習 客室清掃・管理の仕事

講話 客室管理 実習

テーブルサービスの基本① 身だしなみ・挨拶・お辞儀

テーブルサービスの基本② 見えないサービス

テーブルサービス実習 接客ロールプレイ

教科書
教材など

イラストで見る「接客の基本とコツ」

実務経験のある教員による
授業科目

テーブルサービスの基本③ 総括・復習

身だしなみ・挨拶・お辞儀 接客ロールプレイ

評価方法

出席・授業態度
実技試験
レポート



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

サービスについて考える
顧客満足

問題処理①
（クレーム対応）

2026年度 授業計画（シラバス）
カスタマーサービス演習 国際ビジネス学科 演習

時實 好恵 必修

授業概要
・

授業内容

本授業は、宿泊業・外食業を目指す留学生を対象に、日本のカスタマーサービスの基礎から実践までを体系的に学
ぶことを目的とします。
顧客満足の考え方を出発点に、第一印象や身だしなみ、挨拶、敬語など、好印象を与えるための基本スキルを段階
的に習得します。また、現場で求められる接客マナーや電話対応についての理解と実践、さらに、クレーム対応や状
況判断、金品の受け渡しなどの場面別トレーニングを通して、実務に直結する対応力を高めます。最終的には総合
演習を通じて、学んだ知識と技能を統合し、自信をもって接客できる力の習得を目指します。

到達目標

宿泊業・外食業において求められる基本的な接客マナーとコミュニケーション能力を身につけ、状況に応じた柔軟な
言葉遣いや行動がとれることを目指します。
また、サービスマインドを持ち、相手の立場に立った丁寧かつ正確な対応ができる力を身につけることを目標としま
す。

授業計画・内容

サービスとマニュアル
サービススタッフに求められる資質

問題処理②
（状況対応）

好印象を与えるポイント①
（第一印象、表情、動作）

金品管理
（金品の受け渡し）

好印象を与えるポイント②
（身だしなみ）

電話応対①
（電話応対の基本用語）

好印象を与えるポイント③
（挨拶、自己紹介）

電話応対②
（電話の受け方）

特定技能１号（宿泊）「接客の基本姿勢とお辞儀」
「従業員同士のあいさつ」

電話応対③
（名指し人が不在時の対応）

好印象を与えるポイント④
（返事、接客用語、敬語）

電話応対④
（伝言の受け方・伝言メモの作成）

好印象を与えるポイント⑤
（尊敬語、謙譲語）

電話応対⑤
（予約電話の受け方）

好印象を与えるポイント⑥
（丁寧語、接頭語）

電話応対⑥
（クレーム対応・電話のかけ方）

好印象を与えるポイント⑦
（敬語の演習問題）

電話応対⑦
（FAX・Ｅメールの使い方）

好印象を与えるポイント⑧
（間違いやすい敬語）

特定技能１号（宿泊）
「電話対応」

好印象を与えるポイント⑨
（敬語の演習）

総合演習①

好印象を与えるポイント⑩
（敬語の演習）

総合演習②

教科書
教材など

プリント　スライド

実務経験のある教員による
授業科目

好印象を与えるポイント⑪
（感じのよい言葉遣い）

総合演習③

特定技能１号（宿泊）
「あいさつ」「接客の際の話し方」

総合演習④

評価方法

定期試験、出席状況、提出物、授業態度を考慮して成績を評価する。
※評価目安：定期試験（５０％）・出席状況（１５％）、提出物（１５％）、授業態度（２０％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリエンテーション 第3章日本で働く
01　心がけ

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネス知識Ⅰ 国際ビジネス学科 講義

田辺 哲也 必修

授業概要
・

授業内容

外国人実務能力検定（PATF）は日本のビジネス社会で必要とされるスキルを総合的に学べる試験で、一年次に
PATF4級の内容を学ぶ。
日本と外国の違いがあることを知り、日本の特徴(日本人の特徴や価値観・日本の社会やルール、生活のマナー・日
本の職場風土やビジネスマナーなどを学ぶことができる。また、同僚や上司と良好な関係を築けるようになったり、ポ
テンシャルを活かしてビジネスの機会を増やしたりと日本でのキャリアアップに繋げることができる。

到達目標

①日本企業の特徴や外国人材に求めらえていることを知り、必要な能力を身につけビジネスの場で活躍できるように
なる。
②日本の商習慣（ビジネスマナー）を身につけ、就職活動及び就職に活かすことができる。
③外国人実務能力検定（PATF)4級に合格する。

授業計画・内容

用語や取引先、社内、業者との関係を理解する 01　心がけ

第1章日本人と日本の社会を理解する
01　日本人の特徴

02　身だしなみ

01　日本人の特徴 03　商習慣（ビジネスマナー）

02　日本人が大切にしていること 03　商習慣（ビジネスマナー）

03　日本の社会 04　コミュニケーション

03　日本の社会 04　コミュニケーション

第1章　確認問題実施，解答・解説 04　コミュニケーション

第2章日本でくらす
01　すまい

05　仕事や日常生活で注意しなければならないこと

02　食事 第3章　確認問題実施，解答・解説

03　公共マナー 模擬問題Ａ　解答・解説

03　公共マナー 模擬問題Ｂ　解答・解説

04　交通ルール 模擬問題Ｃ　解答・解説

教科書
教材など

実務経験のある教員による
授業科目

05　トラブルや犯罪 外国人実務能力検定(PATF）４級受験

第2章　確認問題実施，解答・解説 付録

評価方法

試験50％
レポート30%
出席、授業態度20％



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 1単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

授業説明
飲食料品製造業の労働災害（１）

働くときの基礎知識

2026年度 授業計画（シラバス）
労働・労務管理 国際ビジネス学科 講義

難波 敏子 必修

授業概要
・

授業内容

日本で就職したときに、安心して安全に働くことができるように、労働安全、労務の知識を身につける。
前期は、特定技能１号飲食料品製造業技能測定試験の内容のうち、「労働安全」を扱う。
後期は、日本で働くために必要な知識を講義する。労働法、労働条件、保険と年金等に触れる。

到達目標

安全に働くために気をつけることを理解する。
労働法、就業規則、福利厚生に関する用語を知る。

授業計画・内容

飲食料品製造業の労働災害（２） 労働法

労働災害をなくすために守るべき大切なこと（１） 労働契約

労働災害をなくすために守るべき大切なこと（２） 就業規則

労働災害をなくすために守るべき大切なこと（３） 各種保険と年金制度（１）

労働災害をなくすために守るべき大切なこと（４） 各種保険と年金制度（２）

異常事態や労働災害が起こったときの対応 各種保険と年金制度（３）

危険に気がつく力をつける（１） 賃金についての決まり（１）

危険に気がつく力をつける（２） 賃金についての決まり（２）

主な労働災害のヒヤリ・ハットの事例と災害の予防
（１）

労働時間の決まり

主な労働災害のヒヤリ・ハットの事例と災害の予防
（２）

休憩・休日の決まり

主な労働災害のヒヤリ・ハットの事例と災害の予防
（３）

安全で快適な職場環境のために

作業場で使う安全標識 男女がいきいきと働くために

教科書
教材など

外国人食品産業技能評価機構 『特定技能１号飲食料品製造業技能測定試験 学習用テキスト』
厚生労働省『知って役立つ労働法～働くときに必要な基礎知識～』
レジュメ（オリジナル教材）

実務経験のある教員による
授業科目

特定技能１号試験 練習問題 退職・解雇について

前期まとめ 後期まとめ

評価方法

定期試験、出席状況、授業態度を総合的に評価する。
＊評価目安：試験（80％）、出席状況・授業態度（20％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

TO BE: Introduction
            Personal Information
            Meeting People

Reflection on Term 1, goal setting, improvement
areas
Learning strategies, motivation, independent study.

2026年度 授業計画（シラバス）
英会話Ⅰ 国際ビジネス学科 演習

PARVIN MST SONIA 必修

授業概要
・

授業内容

This course will be taught through:Vocabulary and expression practice, guided speaking, listening activities, pair and
group work, role-plays, short presentations.

到達目標

Through those activities, students will be encouraged to use English actively and to develop the ability to
communicate clearly on familiar topics.The aim of the course is to help students acquire practical English
expressions for everyday situations and to build confidence in using English for simple interpersonal
communication.
By the end of the course, students are expected to demonstrate improved confidence and ability in speaking
English in basic everyday contexts.

授業計画・内容

To Be+ Location: Classroom Objects
                          Rooms in the Home
                          Cities and Nationalities

Advantages and disadvantages, communication
changes.
Is Social Media Helpful or Harmful?Present Continuous Tense; Everyday activity

What can you do?
My home

A Cultural Tradition I Want to Share.
Students can introduce cultural topics and
compare ideas respectfully.The weather: What do you think about the

weather?
Prepositions; With, for, until

How Students Can Manage Stress.
Students can talk about problems and offer advice
or solutions.Reading; Great days out

Vocabulary of the natural world
adjectives:Opinions

My Favorite Way to Spend Free Time
Preference expressions, reasons, hobby vocabulary

My digital life; Conversations about digital devices
Adverbs of frequency; Always, often,sometimes,
never

A Memorable Trip.
Past tense review, travel vocabulary, memorable
experiencesTelling people about your friends.

How much....../ How many.......
News and current topics;“A News Story I Found
Interesting.”
Summarize a short article in simple spoken English.My favorite place;

            Talking about places in a town or city
Conversations about where do you live

Basic food vocabulary, describing dishes, making
recommendations

Conversation about wearing clothes
Vocabulary; clothes
Phrase: People

Guest Requests; Extra towels, water, wake-up
calls, room service, simple responses.

Asking and answering about past and present.
A Recent News Story That Interested Me
Students can summarize information and give

Handling Complaints and Problems;
           Apologizing, checking problems, offering
help, calling a supervisorHow I Study Best?

Talking about classes, studying, strengths and
challenges

Asking for help and giving advice;
                           “Advice for New Students.”

Grammar practice; Prepositions of place,
locations, hotel facilities, simple explanations

Describing people and personality;
                         Describe appearance and
personality politely.Opinion;  Speaking

Agreeing, disagreeing, persuasion language,
supporting ideas

Review of key vocabulary and expressions, pair
practice, midterm test

教科書
教材など

Handout will be prepared by the teacher.

実務経験のある教員による
授業科目

A Problem on Campus and My Solution
Students can explain a problem and present a
clear suggestion.

Final presentation rehearsal.
Classroom test.

Career planning, job skills, success factors
What Makes a Good Career?

Students deliver a short presentation and answer
questions.
“My Growth in English / A Topic I Care About.”

評価方法

Evaluation;
Class participation and attendance: 20%
Weekly speaking tasks and quizzes: 20%
Term speaking / role-play test: 20%
Short presentations: 15%
Final speaking / role-play test: 25%



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

Self-introduction
Goal: Students can say their name, age,
        job/school, hobbies, and basic personal

Handling Guest Requests II
Content: Confirming requests, offering help, follow-
up responses

2026年度 授業計画（シラバス）
ホスピタリティ英語Ⅰ 国際ビジネス学科 演習

PARVIN MST SONIA 必修

授業概要
・

授業内容

This course is designed for beginner-level students who need basic English for hospitality and customer service
situations. The course focuses on practical communication used in hotels, restaurants, cafés, and other service
environments. Students will learn simple and polite English expressions for welcoming guests, giving information,
taking orders, answering questions, handling requests, and responding to problems.

到達目標

By the end of this course, students will be able to:
1use basic greetings and polite expressions 2. introduce themselves and explain their role in simple English
3.Communicate with guests in basic hotel, restaurant, and service 4.Ask and answer simple questions about
services, schedules, prices, and locations 5.Respond politely to guest requests and simple complaints 6.speak more
confidently in common workplace situations.

授業計画・内容

Greetings and small talk
                      “How to Start a Conversation.”
Classroom test: Role-play meeting a classmate

Restaurant English I – Welcoming and Seating
Guests
Content: Greeting restaurant guests, asking aboutFamily and friends

 Talk about family members and close friends.
 Describe people using simple adjectives and

Restaurant English II – Taking Orders
Content: Offering menus, asking for food and drink
orders,  confirming orders“My Favorite Things.”

Talk about food, music, sports.
Activity Students answer and ask 5 preference

Restaurant English III – Serving Food and Drinks
Content: Bringing food, checking on guests,
offering additional service“My Weekly Schedule.”

Ask and answer about time and plans.
Listening and speaking activity about arranging a

Explaining Menu Items and Recommending Dishes
Content: Basic food vocabulary, ingredients,
popular items, recommendations“My School / My Job.”

How to say or describe their class, office, or study
habits.

Handling Complaints and Problems I
Content: Apologizing, listening, checking the
problemFood and restaurants:

Students can order food and talk about tastes
and meals.

Handling Complaints and Problems II
Content: Offering solutions, calling a manager,
following upAdverbs: Comparative of adverbs

             You should drive slowly, you should work
faster.

Telephone English I
Content: Answering the phone, giving the company
name, polite openingsNumbers in Hospitality

Content: Room numbers, phone numbers, prices,
quantities

Telephone English II
Content: Taking messages, transferring calls,
asking someone to holdTime, Dates, and Schedules

Content: Telling time, dates, reservations, opening
hours, check-in/check-out times

Giving Local Information
Content: Station, bus stop, taxi, tourist spots,
nearby restaurantsReview of Weeks 1–10

Content: Review of key vocabulary, expressions,
and role-plays

Recommending Places and Services
Content: Recommending restaurants, attractions,
transport options, hotel servicesMidterm Speaking / Role-play Test

Content: Midterm speaking assessment
Goal: Students can demonstrate basic hospitality

Cultural Hospitality and Customer Service
Content: Good manners, polite behavior,
intercultural awareness, customer-friendlyHotel Check-out

Content: Bills, payment, asking about the stay,
thanking the guest

Presentation Practice
Content: Organizing a short speech, speaking
clearly, useful presentation phrases

教科書
教材など

Handout will be prepared by teacher.

実務経験のある教員による
授業科目

Answering Common Guest Questions
Content: Wi-Fi, breakfast time, location of
facilities, transportation information

Student Presentations
Content: Short oral presentations
Goal: Students can give a simple presentation inHandling Guest Requests I

Content: Towels, extra pillows, water, wake-up
calls

Final Review and Final Speaking / Role-play Test
Content: Final review and final assessment
Goal: Students can demonstrate practical

評価方法

Evaluation;
Class participation and attendance: 20%
Weekly speaking tasks and quizzes: 20%
Term speaking / role-play test: 20%
Short presentations: 15%
Final speaking / role-play test: 25%



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 1単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

ビジネス語彙① ビジネス語彙⑮

2026年度 授業計画（シラバス）
実践日本語 国際ビジネス学科 講義

田辺 哲也 必修

授業概要
・

授業内容

就職するまでに必要なビジネス用語や職場でよく使われる言葉を学ぶ。JLPTN2,N１レベルの語彙力も養う。

到達目標

ビジネス単語200を基礎にして語彙力の向上を図る。

授業計画・内容

ビジネス語彙② ビジネス語彙⑯

ビジネス語彙③ ビジネス語彙⑰

ビジネス語彙④ ビジネス語彙⑱

ビジネス語彙⑤ ビジネス語彙⑲

ビジネス語彙⑥ ビジネス語彙⑳

ビジネス語彙⑦ ビジネス語彙㉑

ビジネス語彙⑧ ビジネス語彙㉒

ビジネス語彙⑨ ビジネス語彙㉓

ビジネス語彙⑩ ビジネス語彙㉔

ビジネス語彙⑪ ビジネス語彙㉕

ビジネス語彙⑫ ビジネス語彙㉖

ビジネス語彙⑬ ビジネス語彙㉗

教科書
教材など

実務経験のある教員による
授業科目

ビジネス語彙⑭ ビジネス語彙㉘

期末テスト 期末テスト

評価方法

試験80％
出席、授業態度20％



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

印象的な自己紹介 発音練習を始める前に

2026年度 授業計画（シラバス）
総合日本語Ⅰ 国際ビジネス学科 講義

田辺 哲也 必修

授業概要
・

授業内容

日本語で自然に「書く力」と「伝わる話し方」を身につけることを目的とする。作文指導では、文法や語彙の使い方を確
認しながら、短文からまとまりのある文章まで段階的に学習する。発音・アクセント指導では、日本語の音声の特徴、
イントネーション、アクセント、リズムを学び、聞き取りやすく自然な日本語表現を練習する。作文活動と音読・会話練
習を組み合わせ、総合的な日本語運用能力を育成する。

到達目標

1、正しい文法や語彙を用いて日本語の文章を書けるようになる。
2、自分の考えや経験をわかりやすく表現できるようになる。
3、日本語の基本的な発音・アクセント・イントネーションを理解する。
4、相手に伝わりやすい自然な日本語で話せるようになる。
5、音読や発表を通して表現力を高める。

授業計画・内容

自分をアピールする文① 拍の感覚

自分をアピールする文② 日本語のリズム①

春休み課題（初級日本語文法）確認 日本語のリズム②

比較して意見を述べる① 長音の練習

比較して意見を述べる② 促音の練習

比較して意見を述べる③ 撥音の練習

物を説明する① 連母音と3拍一つのグループ

物を説明する② 縮約形の練習

物事の前後関係① 気をつけたほうがよい発音

物事の前後関係② 日本語のアクセント

状況を説明して意見を述べる① アクセントの機能と複合語のアクセント

状況を説明して意見を述べる② 日本語のイントネーション

教科書
教材など

実務経験のある教員による
授業科目

総まとめ 区切り・ポーズ・プロミネンス

期末テスト 期末テスト

評価方法

出席状況、授業態度、課題提出、試験を総合的に評価する。
＊評価目安：出席状況・授業態度（20％）、課題提出（20％）、試験（60％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

敬語概要 敬語総復習

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネス日本語Ⅰ 国際ビジネス学科 講義

田辺 哲也 必修

授業概要
・

授業内容

本授業では、日本社会やビジネス場面で必要となる敬語表現を学ぶ。
尊敬語・謙譲語・丁寧語の基本から、接客、面接など実践的なコミュニケーションまで段階的に習得する。
会話練習やロールプレイを多く取り入れ、自然で適切な敬語運用能力を養う。
場面に応じた適切な言葉（フォーマル・インフォーマル）を選ぶ練習をする。
また、カジュアル会話文の練習やインフォーマルな会話の表現の変化（縮約形や、助詞の欠落など）についても扱う。

到達目標

１．場面・相手に応じて、適切な話し方のスタイルが選べるようになる。
２．敬語を使用する場面において、適切に敬語を使用できるようになる。
３．カジュアルスタイルの会話を聞いて理解し、使用できるようになる。

授業計画・内容

敬語　尊敬語の形（動詞活用）① 5、断る①

敬語　尊敬語の形（動詞活用）② 5、断る②

特別な尊敬語、謙譲語 6、申し出る①

尊敬語、謙譲語練習 6、申し出る②

1、訪問する① 7、おわびする①

1、訪問する② 7、おわびする②

2、簡単にあいさつする① 8、意見を言う①

2、簡単にあいさつする② 8、意見を言う②

3、誘う① 9、相談を受ける①

3、誘う② 9、相談を受ける②

4、お願いする① 10、サービスの敬語①

4、お願いする② 10、サービスの敬語②

教科書
教材など

実務経験のある教員による
授業科目

前期復習 後期復習

期末テスト 期末テスト

評価方法

出席状況、授業態度、課題提出、試験を総合的に評価する。
＊評価目安：出席状況・授業態度（20％）、課題提出（20％）、試験（60％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

授業説明
Windowsの基礎、文字の入力

Word：基本的な文書の作成、ページ設定

2026年度 授業計画（シラバス）
ITスキル演習Ⅰ 国際ビジネス学科 演習

難波 敏子 必修

授業概要
・

授業内容

パソコンの操作を身につける。
Windows、Officeソフトの操作、インターネット検索など、パソコンの基本的な操作を練習する。
授業は、日本語表示のパソコンを使った演習形式で進める。

到達目標

日本語表示のパソコンを使って、基本的な操作ができる。
Excel、Wordを使い、簡単な表作成、データ処理ができる。

授業計画・内容

Word：日本語の入力 Word：書式設定（フォント、段落）

インターネット検索（１） Word：表の作成（１）

インターネット検索（２） Word：表の作成（２）

Excel：データの入力 Word：グラフィック機能（１）

Excel：セルの書式設定 Word：グラフィック機能（２）

Excel：表の作成練習 Word：レポートの作成（１）

Excel：数式 Word：レポートの作成（２）

Excel：関数（１） PowerPoint：スライドの作成、テーマ、箇条書き

Excel：関数（２） PowerPoint：画像、図形、SmartArtグラフィック

Excel：グラフの作成 PowerPoint：表、グラフ

Excel：データベース PowerPoint：画面切り替え効果、アニメーション

Excel：表の印刷 PowerPoint：練習問題

教科書
教材など

レジュメ（オリジナル教材）
FOM出版『よくわかるWord & Excelスキルアップ問題集 操作マスター編』

実務経験のある教員による
授業科目

Excel：練習問題 Word：練習問題

前期まとめ 後期まとめ

評価方法

出席状況、授業態度、課題提出、試験を総合的に評価する。
＊評価目安：出席状況・授業態度（20％）、課題提出（20％）、試験（60％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 8単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）① JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑫

2026年度 授業計画（シラバス）
JLPT対策Ⅰ 国際ビジネス学科 講義

井上 幸路、田辺 哲也 必修

授業概要
・

授業内容

本授業は、Japanese-Language Proficiency Test N1、N2、N3合格を目指し、「文字・語彙」「文法」「読解」を中心に総
合的に学習する。授業では、文法・文型理解を基礎として学び、その知識を活用しながら読解力の向上へとつなげて
いく。また、定期的な語彙力確認や問題演習を行い、実践的な日本語運用能力を養成する。さらに、JLPTの出題形
式に慣れ、模擬問題を通して試験対応力を身につける。

到達目標

1、各レベルに必要な語彙・漢字・文法を習得する。
2、長文読解に対応できる。
3、模擬試験を通して実践的な試験対策ができる。

授業計画・内容

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）② JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑬

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）③ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑭

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）④ JLPT直前対策④

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑤ JLPT直前対策⑤

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑥ JLPT直前対策⑥

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑦ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑮

JLPT直前対策① JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑯

JLPT直前対策② JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑰

JLPT直前対策③ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑱

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑧ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑲

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑨ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑳

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑩ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）㉑

教科書
教材など

実務経験のある教員による
授業科目

JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）⑪ JLPT N２/N１対策（文法・読解・語彙）㉒

期末試験 期末試験

評価方法

定期試験を実施。
テスト及び毎授業時間の出席状況、授業態度と課題の提出とその成果などを総合的に考慮して成績を評価する。
※評価目安：定期試験と模擬試験



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

岡山新卒応援ハローワーク講話①
日本の就職活動・在留資格

企業研究

2026年度 授業計画（シラバス）
キャリアデザイン 国際ビジネス学科 講義

田辺 哲也、時實 好恵、難波 敏子 必修

授業概要
・

授業内容

本授業では、日本で働き、将来のキャリアを形成していくために必要な基礎知識と実践力を学ぶ。
まず、日本で働くために必要な在留資格や就職活動の流れについて理解し、自分の好きなこと得意なこと・価値観を
整理し、自己理解を深めながら、自分に合った働き方や将来像について考察する。さらに、宿泊・外食業界を中心に
仕事内容やキャリアパスを学び、日本企業が求める人材像について理解を深める。履歴書作成、自己PR、面接練習
などの実践活動を通して、日本式の就職活動に必要な基礎スキルも身につける。

到達目標

①日本で働くための在留資格の仕組みを理解する。
②自分の強み・将来の目標を言語化できる。
③日本式の就職活動（履歴書作成・筆記試験・適性検査・面接）を理解する。
④外食・宿泊業で働くキャリアパスを考える。

授業計画・内容

岡山新卒応援ハローワーク講話②
自己分析・企業分析

日本の就職活動の流れ
企業研究・履歴書・面接

合同企業説明会参加マナー講座①
基本マナー・ブース訪問の流れ

履歴書の作成（基本項目）

合同企業説明会参加マナー講座②
模擬練習

履歴書の作成（志望動機）

学内合同企業説明会参加 自己ＰＲ

特定技能の理解
特定技能1号・2号、外食・宿泊分野

面接マナー
（挨拶・姿勢・面接の流れ）

技人国と特定技能の違い、比較
仕事内容、在留期間、家族帯同

よくある質問
（自己紹介・志望動機）

自分の強みを知る
「できることリスト」

模擬面接

自分の性格 キャリアとは何か

価値観「仕事で大切なこと」
給料・休み・やりがい・安定など

3年後、５年後、１０年後の目標

日本企業が求める人材
チームワーク・責任感・時間厳守

キャリアルート

自己ＰＲの作り方 日本で長く働くために
（日本語・資格・マナー）

外食業界の仕事
（ホール・キッチン・店長）

キャリアプラン発表準備①

教科書
教材など

担当講師作成のプリント、ファイル

実務経験のある教員による
授業科目

宿泊業界の仕事
（フロント・客室・レストラン）

キャリアプラン発表準備②

良いサービスとは
（日本のおもてなし）

キャリアプラン発表・振り返り

評価方法

出席状況、提出物、授業態度を考慮して成績を評価する。
※評価目安：出席状況（３０％）、提出物（５０％）、授業態度（２０％）


